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レーザー駆動衝撃波計測のためのチャープパルス光周波数干渉計の現状
Present status of Chirp pulse frequency domain interferometer system

for laser-drive shock
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高強度レーザーを物質へ照射した際に励起される高圧をもちいて、結晶構造の改変および新材料創生の研
究をすすめている [1]。レーザー照射により物質へ励起される圧力を同定することは、物質改変および新材料
創生を進めていく上で重要な因子であるといわれている。我々は、チャープパルス光をプローブ光とした周波
数干渉計を構築し、周波数干渉計の縞の変化から衝撃波速度を同定することを目的として研究をすすめてい
る。Fig.1に周波数干渉計の概略図を示す。チャープパルス光は、パルス圧縮前の超高強度レーザーの一部を
利用し、パルス幅は 640 ps、チャープ量は 25.6 ps/nmである。ターゲット内部を衝撃波が伝搬し、ターゲッ
ト裏面へ抜けたときに、ターゲット裏面が変位をうけると仮定する。周波数干渉縞の変化からターゲット裏面
の変化量をもとめ、ターゲット厚みを勘定し、速度を測定する。チャープパルス光の周波数が時間に対応し
ており、周波数干渉縞から衝撃波速度の高速時間分解計測が可能であり、その時間分解能は 1 ps程度となる。
本講演では、チャープ光周波数干渉計測の原理およびその進捗について報告する。

Fig.1 周波数干渉計の概略図
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